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第 5章で著者は、研究 1から研究 5までの結果に基づいて総合考察を行っている。全体的な結果
として、音楽を強化子として用いた介入の有効性は示唆されたが、介入場面によって効果に違いが
あった。研究 1と 2のように、参加児の 1名は課題を達成したのにも関わらず、グループの幼児全
員が課題を達成しないと音楽が提示されない場面に比べ、研究 3、4、5のように、各参加児が課題
を達成した時点で音楽が提示される場面の方が行動変容に有効だったとしている。さらに、強化子
として効果的な音楽の条件としては、対象児自身が選出した曲、あるいは保護者や支援者が対象児
の行動観察から選出した曲が最も効果的であり、次いで幼児が知っている曲が効果的であるとして
いる。最後に、著者は今後の課題を整理している。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文で著者は、児童発達支援事業所及び家庭における複数の生活スキル指導場面で、音楽を強
化子や合図として用いた効果についていくつかの条件により検討している。その結果、発達に遅れ
にある幼児の行動変容における強化子としての音楽の活用方法、及び療育現場や家庭での音楽の活
用方法に新たな知見を見出している。特に、音楽療法の専門性を有しないことが多い療育職員や親
にも、音楽を活用した指導が可能であることを示したことは高く評価できる。 
平成３１年３月２０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
